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市のようす（１月１日 現在）

国人口

男

女

闥世帯

441 , 947人

223,621 人

218,326 人

147,964

(+431)

( ＋204)

(＋22Z)

(  + 181)

囗
は
前
月
比
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市庁舎前の石段

新しく市民となる人。はたまた住み

なれし土地に、さよならをする人。

それぞれ、いろいろな想いを胸に、

上り下りするこの石段……

腰をかがめたおばあちゃん。手すり

に手をかけ、ちよっときつそう。

上りつめた所でまごった腰をピンと。

こんな生活光景が日常展開されます。
松戸版画の会

宍戸トミ子さん

手数料・使用料・各種税

今
月
の
納
期
は

固
定
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
四
期
）
：
一

二
月
一
日

国
民
年
金
保
険
料
…
上
月
分

国
民
健
康
保
険
料
…
第
八
期
分

事
業
所
税
…
十
一
月
決
算
の
法
人
と
十
一
月

中
に
新
・
増
築
し
た
建
築
主
は
一
月
が
申
告

納
付

月

で
す

早

め

に

納

付

（
納

入

）

お
願

い
し

ま

す

。

安全確実な

口座振替のご利用を

千
葉
県
東
北
億
地
震

グ
ラ
！
そ
の
時
あ
な
た

は
何
を
…
？

松
戸
市
消
防
局
で
は
、
地
震
の
際

市
民
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た

か
を
把
握
す
る
た
め
、
地
震
発
生
直
後

電
話
帳
か
ら
無
作
為
に
電
話
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

火

の

始

末

は

約

八

九
％

が
実

施

無
作
為
に
選
ん
だ
百
二
十
人
の
う

ち
、
建
物
四
中
に
い
た
人
は
九
十
九

人
で
、
そ
の
内
で
火
を
使
っ
て
い
た

人
は
四
十
五
人
で
し
た
。

地
震
の
時
ま
ず
火
の
始
末
を
し
た

人
は
四
十
人
（
約
八
八
・
九
％
）
で
、

揺
れ
て
い
る
最
中
に
火
を
消
し
た
人

は
三
十
九
人
で
し
た
。
地
震
の
際
に

恐
怖
を
感
じ
た
人
が
全
休
の
八
五
％

で
、
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、
火
の

始
末
を
す
る
と
い
う
ふ
構
え
が
徹
底

し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
退
路
を
確
保
し
て
、
揺
れ
が

お
さ
ま
る
ま
で
外
に
出
な
か
っ
た
人

が
三
十
六
人
（
三
六
％
）
、
様
子
を

見
て
い
た
人
は
二
十
二
人
（
約
一
八

昨
年
の
十
二
月
十
七
日
、
午
前
十

一
時
過
ぎ
に
大
き
な
地
震（
震
度
五
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
六
）
が
起
こ

り
、
県
内
で
は
死
者
二
人
を
だ
す
な

ど
被
害
が
出
ま
し
た
。

そ
の
時
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
し
た

か
…
…
。

％
）
で
し
た
。

屋
内
で
は
、
家
具
が
倒
れ
る
な
ど

の
被
害
を
受
け
た
人
は
十
九
（
一

九
％

）
い
て
、
家
具
を
壁
に
固
定
し

た
り
、
落
下
の
恐
れ
の
あ
る
も
の
を

整
理
す
る
な
ど
の
教
訓
を
残
し
ま
し

た
。県

内
で
は
五
十
四

人
の
死
傷
者

（
死
者
は
二
人
）
が
出
て
し
ま
い
ま

し
た
。
本
市
で
も
負
傷
者
が
一
人
出

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
屋
根
が
わ

ら
が
破
損
し
落
下
の
恐
れ
が
あ
る
家

や
、
路
上
の
車
に
木
が
倒
れ
る
事
故

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

備
え
は
万
全
で
す
か
？

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
屋
根

が
わ
ら

な
ど

は
凶
器
に
な
り
ま

す
。
ひ

び
割
れ
た

り
老
朽
化
し
た
も
の
は
補
修
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

緊

急
時
の
た
め
の
非
常
用

持
ち

出

し

品
を
用
意
し
て

い
る
人

が
四
〇
％

弱
で
、
ま
だ
不

十
分
と
言
わ

ざ
る
を

得

ま
せ
ん
。

正
確
な
情
報
を
得

る
た

め
り
ラ
ジ
オ
や
。
医
薬
品
、
三
日
分

ほ
ど
ら
食
糧
な

ど
も
用
意
し
て

お
き

日
ご
ろ
の
圧
意
が
損
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

▽

詳
細
…
消
防
局
救
急
防
災
課

四
６３

－

－

１

１
１
番
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２月21日 配偶者特別空

除のしくみ夫
の
配
偶
者
控
除
額

チョ

ッピ

リ

主婦

に朗

報

税
法
改
正
で
市
・
県
民
税

が
引
き
下
げ
４
０
０
万
円
４
人
世
帯

で

約
2
万
1
千

円

の
減

世
界
平
和
都
市
宣
言
三
周
年
記
念
講
演
会

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ヤ
ン

世
界
平
和
を
語

る

人
類
だ
れ
も
が
、
手
と
手
を

と
り
あ
っ
て
、
平
和
に
暮
ら
す

こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

松
戸
市
で
は
、
世
界
が
平
和

に
な
る
よ
う
に
、
六
十
年
三
月

四
日
、
世
界
平
和
都
市
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。

今

年
は
、
世
界
平

和
都
市
宣

言
を
し

て
三

年
目

を
迎
え
ま
す
。

そ
こ
で
市
で

は
、
三
周
年
記

念
事
業
と
し
て
平

和
に
対
す
る

熱

い
願

い
を
込
め
て

講
演
会
を

開
催
し

ま
す
。

講
師
に
は
、
世
界
平

和
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
論
文
公
募
で
特
別
賞

を
受
賞
し
話
題
を
呼
ん
だ
、
ア

グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
さ
ん
を
迎
え

ま
す
。

み
な
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
し

て
、
平
和
と
は
何
か
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

マ
日
時
…
二
月
二
十
一
日
（
日
）

午
後
二
時

か
ら

▽
会
場
…
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
会
費
…
入
場
無
料

マ
申
込
み
・
三

月
三

日
（
水

）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
希
望
人
数
を
書

い
て

、

〒
二
七

一
松
戸

市
根
本
三

八

七
－

五
松
戸
市

役
所
総
務
部

庶
務
課

へ
　（
先

着
順

に
よ
り

受
け
付
け
ま
す
）

※
駐
車
場

は
あ

り
ま
せ

ん
。

▽
詳
細
…
庶
務
課
庶
務
係

所
得
税
減
税
を
柱
に
し
た
国
の
税
制
改
正

に
伴
っ
て
、
六
十
三
年
度
か
ら
地
方
税
法
と

市
税
条
例
も
変
わ
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、
各
種
控
除
額
の
引
き

上
げ
と
「
配
偶
者
特
別
控
除
」
の
新
設
、
税

率
の
変
更
（
累
進
構
造
の
緩
和
）
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

空
除
額
の
引
き
上
げ
と

配
偶
者
特
別
空
除
の
新
設

基
礎
・
配
偶
者
控
除
な
ど

各
二
万
円
ア
ッ
プ

今
ま
で
、
基
礎
控
除

・
配

偶
者

控
除
・
扶
養
控
除
は
二
十
六
万
円

で
し

た

が
、
六
十
三
年
度

か
ら
は

二
万
円

引
き
上
げ
ら

れ
て
二

十
八

万
円

に
な
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
老

人
配

偶
者
控
除
、

老
人
扶
養
控
除
な

ど
の
各

種
控
除

額
も
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し

た
。

新
し
く
配
偶
者
特
別
控
除

十
四
万
円

妻
の
給
与
収
入
が
九
十
万
円
以

下

の
場
合
、
夫
に
配
偶
者
控

除

（
今
回
二
万
円
ア
ッ
プ
し
て
二
十
八

万
円
）
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が

こ

れ
と
は
別

枠
で
「
配
偶
者
特

別
控
除
」
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。

配
偶
者
特
別
控
除
の
最
高
額
は
、

十
四
万
円
で
す
。
た
だ
し
、
こ
れ

は
、
合
計
所
得
金
額
が
八
百
万
円

以
下
の
人
（
夫
）
に
限
り
ま
す
。

二
月
十
六
日
か
ら
の
申
告
の
際

は
、
奥
さ
ん
の
収
入
お
よ
び
所

得
の
分
か
る
も
の
を
提
出
し
て

下

さ
い
。例

え
ば
…

奥
さ
ん
の
収
入
別
控
除
額

奥
さ
ん
の
給
与
収
入
額

に
応
じ

て
、
ご
主
人
の
控
除
額
が
い
く
ら
に

な
る
の
か
、
い
く
っ

か
の
場
合

に
分

け

て
み
て

み
ま
し

ょ
う

。

上
記

「
配

偶
者
特
別
控
除

の
し

く
み
」
の
図
を
参
考
に
し
て
下
さ

い
。

⑥
奥

さ

ん
の

給

与
収

入
が

5
7万
円
以

下

の
場

合

配
偶
者
控
除
二
十
八
万
円
と
、

配
偶
者
特
別
控
除
の
全
額
十
四
万

円
の
合
計
四
十
二
万
円
が
控
除
さ

れ
ま
す
。

⑧
5
7
万
円

を
超

え

9
0万
円
以

下

の
場
合

配
偶
者
控
除
は
二
十
八
万
円
。

配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て
は
、

奥
さ
ん
の
収
入
が
増
え
る
ご
と
に

減
額
さ
れ
、
九
十
万
円
で
ゼ
ロ
に

な
り

ま
す
。

⑤
9
0
万

円

を

超

え

1
0
6
万

５

千

円

ま

で

の

場

合

奥
さ
ん
の
収
入

が
九
十
万
円

を

超
え
る
と
、
配
偶
者
控
除
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん

が
、
配
偶
者
特
別

控

除
は
残
り
ま
す
。

収
入
が
九
十
万
円
を
超
え
る
と
、

配

偶
者
特
別
控
除
は
十
四
万
円

か

ら
収
入
の
増
加
に
応
じ
て
減
額

さ

れ
て
、
百
六
万
五
千
円
で
ゼ
ロ
に

な
り
ま
す
。

百
六
万
五
千
円
以
上
の
収
入
が

あ
る
人
に
は
、
配
偶
者
特
別

控
除

が
な
く
な
り
ま
す
。

税
率
構
造
の
緩
和
と

土
地
税
制
の
見
直
し

税

率

が

七

段

階

に

簡

略

化

今
ま
で
、
市
民
税
所
得
割
の
税

率
は
、
二
十
万
円
以
下
か
ら
四
千

九
百
万
円
を
超
え
る
金
額
ま
で
、

十
三
の
段
階
に
区
分
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
新
し
い
制
度
で
は
、
六

十
万
円
以
下
か
ら
千
九
百
万
円
を

超
え
る
金
額
ま
で
の
七
区
分
に
な

り
ま
す
。
（
別
表
を
参
照
）

税
額
が
十
円
単
位
か
ら

百
円
単
位
に

市
民
税
の
確
定
金
額
は
、
今
ま

で
十
円
単
位
で
計

算
さ
れ
て

い
ま

し

た

が
、
六
十
三
年
度

か
ら

は
、

百
円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て
て

計
算
し
ま
す
。

税
金
を
納
期

ご
と
に
分
割
で
納

め
る
場

は
千
円
単
位

と
し

、
端

数
は
最
初
の
納
期
に
合
算
し
ま
す
。

住
宅
の
供
給
と

土
地
こ
ろ
か
し
の
防
止

住
宅
が
欲
し
い
人
に
土
地
を
供

給
す
る
た
め
に
、
土
地
な
ど
を
譲

渡
し
た
場
合
の
「
長
期
譲
渡
所
得

の
課
税
特
例
」
が
、
「
十
年
超
」
か

ら
「
五

年
超
」
に
短
縮
さ
れ
ま
し

た

回
時
に
、
現
在
問
題
と
な
っ
て

い
る
地
価
の
異
常
高
騰
を
招

く
い

わ
ゆ
る
「
土
地
こ
ろ

が
し
」

を
防

止
す
る
た
め
に
、
二
年
以
下
の
超

似
期
譲
渡
の
重
課
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し

た
。

市・県民税これだけ安くなります

給与 収入
標 準 ４ 人 世 帯

区 分 62年度 63年度 減 税 額

３００万円
市 民 税 23,900 15,900 ー8,000
県 民 税 14,400 10.000 -4,400

計 38,300 25,900 -12,400

４００万円

市 民 税 64,950 48,200

24.000

-16.

750
県 民 税 28,400 一4,400

計 93,350 72,200 ー21.

150
５００万円

市 民 税 116,050 96.600
44,500

-19,450
県 民 税 55､300 づ0,800

計 1几350 141,100 -30,250

６００万円

市 民 税 ワフ,600 152,000 -25,600
県 民 税 86,500 68,700 づZ,800

斟 264,100 220､Z00 -43,400

金 額 の 区 分 税　率

60万円以下の金額 ３％

60万円を超える金額 ５％

130万円を超える金額 7％

260万円を超える金額 8％

460万円を超える金額 10％

950万円を超える金額 11％

1,900万円を超える金額 12％

新しい市民税の税率

市
・
県
民
税
の
申

告
は

２
月
1
6
日
～
３
月
１
５

日

ｙ
申
告
す
る
人
…
六
十
三
年
一
月

一
日
現

在
、
市
内

に
住
ん
で
い

て
、
六
十
二
年
中

に
所
得

が
あ

っ
た
人
や
退

職
し

た
人

な
ど
。

所
得

が
な
く

、
だ
れ
の
扶
養

に

も
な
っ
て

い
な
い
人

申
告
し
な
い
と
、
各
種
手
続
き

に
必
要
な
非

課
税

等
証

明
書

の

交
付

が
で
き

ま
せ
ん
。

申
告
し
な
く
て

も
よ
い
人
＝
・
給

与
所
得

の
み
で

、
勤
務
先

か
ら

給
与
支
払
報

告
書

が
市

役
所

に

提
出
さ
れ
、
住
民
税
が
天
引
き

さ
れ
る
人

（
勤
務
先

で
確
認
し

て
下
さ

い
）
。
所
得
税

の
確
定

申
告
書
を

提
出
す

る
人
。

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
以
下
の
人
は
、
確
定
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
・

県
民
税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

準

備
す
る
も
の
・
：
①
収
支

の
わ

か
る
帳
簿
な

ど
②
源
泉
徴

収
票

・
給
与
明
細
書
・
支
払
調
書

な

ど
③
健
康
保
険
料
・
国
民

年
金

保
険
料
・
生
命
保
険
料

・
医

療

背
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証
明

書
④
印
鑑
⑤
妻
の
収
入

が
わ
か

る
も

の

▽
受
付
日
時
・
三

月
十
六
日
又

）

～
三
月
十
五
日
（
火
）
日
曜
日

を
除
く
〕
、
午
前
八
時
三

十
分

～
午
後
五
時
（
土
曜
日
は
午

後

零
時
三

十
分
ま
了

受
付
会
場
・
市
役
所
本
館
二
階

大
会
議
室
ま
た
は
各
支
所

※
郵
送
に
よ
る
申
告
も
取
り

扱
っ

て

い
ま
す

。

▽
詳
細
…
市
民
税
課

床下薬剤散布

ノ
ミ
・
ダ
ユ
な
ど
の
発
生
を
予
防
ず
る
「
床
下

薬
剤
散
布
」

を
二
月
八
日
（
月

）
か
ら
六
月
二

十
七
日
（
月

）
ま
で

の
予

定

で
行
い
ま
す
（
日
程
は
順
次
広
報
に
掲
載
し
ま
す
）
。

当
日
は
市
職
員
が
各
家
庭
を
ま
わ
り
、
薬
剤
を
床
下
の

通
風
口
か
ら
故

布

し
ま
す

の
で
、
通
風

囗
の
ま
わ
り
に
は

物
を

置
か
な
い
で
下

さ

い
。
家
の
中
で
動

物
を
飼
っ
て
い

る
人

は
外

に
出
し

て
お

い
て
下
さ

い
。

マ
詳
細
：
生

活
環
境
課
環

境
衛
生
係

日 程 表

期 日 散 布 町 会 ・ 自 治 会

2/8( 月) 新作第1 ・第２・第３

９(火) 中和倉第1・第２・第３

10(水) 龍房台・中 根

12働 馬橋前田 ・馬橋中宿・馬橋西

13(土) 新松戸南

15(月)
馬橋下宿 一馬橋北・馬橋坂・

(馬橋上宿)

16(火) 八ヶ崎〈子安神社より東側〉

17(水) 八ヶ崎〈子安神社より西側〉

18困 三ヶ 月・馬 橋住吉

19閨 八ヶ崎新町

20(土) 新松戸２丁目

(仮称)三矢小台市営住宅

ー入居者募集ー

所在地…三矢小台5 16 ― 4

(清光寺東側)

募集戸数…１種20戸・２種20

尸

申込用紙配布期間…１月25日

(月)～２月３日(水)

配布場所…住宅課( 市役所新

館８階) 、各支所

申込受付期間…１月28日(木)

～２月６日(土)

受付場所…住宅課

詳細…住宅課公営住宅係

今春の小中学校入学者

約12,500 人

－１月下旬に通知書を送付－

今春４月に小学校に入学す

る児童は約5,800人、 中学校

には6,700人が入学します。

入学通知書は、１月下旬に

各家庭に郵送する予定です。

該当するお子さんがいて、

通知書が届かない場合はご連

絡下さい。

詳細…教育委員会学務課学

務係

防火管理講習会

期日…①甲種防火管理＝２月

16日(火)・17日(水)、②乙種

防火管理＝２月18日(木)

時間…①・②ともに午前９時

30分～午後５時( 受け付けは

30分前から)

会場…消防局講堂

定員…各150人(先着順)

費用…①3,500円、②3,000円

申込み…１月25日(月)～２月

８日(月)の間、電話で市内各

消防署または消防局予防課

63―1111内線209番へ
雨 で中 止の場合は全日程終了後 になり ます。

第６７２号|
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市長の窓

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
九

番
（
合
唱
付
）
は
、
日
本
で
は
暮

れ
に
歌
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
と

聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
正
月
号

の
市
長
の
窓
に
書
く
の
は
ど
う

か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年

十
二
月
十
九
日
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
第
九
演
奏
会
は
、
松

戸
の
市
民
文
化
発
展
の
過
程
で

歴
史
的
な
意
義
の
あ
る
催
し
と

存
じ
、
筆
を
執
り
ま
し
た
。

本
市
に
於
い
て
は
、
数
多
く

の
合
唱
グ
ル
ー
プ
が
育
ち
っ
っ

あ
り
、
そ
れ
等
の
要
望
も
あ
つ

子
（

十
年
に
は
、
第
九
を
成
人

学
校
の
講
座
に
組
み
入
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
ら
成
人
学
校
の
修
了
者

が

「
第
九
を
歌
う
会
」
を
結
成
し

て
練
習
を
始
め
た
そ
う
で
す

が
、

相
前

後
し

て
松
戸
市
合
唱
連
盟

や
音
楽
協
会
も
取
り
組
み
始
め

て
お
り
、
期
せ
ず
し
て
関
係
者

の
意
見
が
一
致
し
、
そ
ら
協
議

が
実
っ
て
昨
年
一
月
に
は
松
戸

第
九
コ
ン
サ
ー

ト
実
行
委
員
会

が
結
成
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

と
実
行
委
員
会

は
、
そ
の
後
広

報
等
を
通
じ
て

Ｐ
Ｒ

に
努
め
つ

つ
、
一
般
の
参
加
を
呼
び
掛
け

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
十
二
月
十
九
日
の

演
奏
会
ま
で
に
は
。
毎
週
水
曜

の
昼
は
市
民
劇
場
で
、
金
曜
の

夜
は
勤
労
会
館
で
練
習
を
重
ね
、

そ
の
回
数
は
約
六
十
回
に
も
な

っ
た
そ
う
で
す
。

市
民
に
よ
る
合
唱
の
例
は
他

市
に
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
も
松
戸
シ
テ
ィ
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が

担
当
さ
れ
、
い
わ
ば
、
市
民
手

づ
く
り
に
よ
る
演
奏
会
と
な
っ

た
わ
け
で
、
私
は
そ
こ
に
大
き

な
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。

開
催
に
先
だ
つ
挨
拶
で
、
私

は
石
井
実
行
委
員
会
長
か
ら
そ

れ
等
の
情

状
を
い
ろ
い
ろ
と
お

聞
き
し
た

の
で
す

が
、
彼
は
、

手

づ
く
り
と

は
言
え

、
そ
の
レ

ベ
ル
は
大
へ
ん
高

い
、
期
待
し

て
欲
し
い
と
仰
っ
て

い
ま
し

た
。

私
は
、

文
化

に
対
す

る
市
民

の
関
心
の
高
さ
、
音
楽
に
か
け

る
情
熱
を
知
り
、
深
く
感
動
し

ま
し
た
。

そ
こ
で
私
は
、
当
日
演
奏
会

の
開
始
に
先
だ
つ
挨
拶
で
「
松

戸
市
は
今
ま
で
人
口
急
増
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
歪
み
の
解
消
、

例
え
ば
、
小
中
学
校
や
保
育
所

の
建
設
、
清
掃
工
場
な
ど
の
整

備
、
浸
水
区
域
の
解
消
な
ど
、

す
ぐ
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
の
解
決
に
全
力
を
注
い
で

来
ま
し
た
。

お
か
げ
様
で
、
そ
れ
等
の
現

実
問
題
の
解
決
に
は
、
大
き
な

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
は
、

い
よ
い
よ
将
来
の
理
想
を
目
指

す
こ
と
に
重
点
を
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
つ
が
、
市
民
文
化
の

向
上
で
あ
り
、
次
の
五
か
年
計

画
で
は
、
文
化
施
設
の
整
備
充

実
に
力
を
注

ぎ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

こ

の
度

の
第

九
演
奏
会
の
成

功

は
、
大

い
に
私
を
勇
気

づ
け

る
も

の
で
す
。
」
と
申
し

上
げ
ま

し

た
。

こ

の
演
奏
会
場

を
埋
め
っ
く

し

た
聴

衆
の
皆

さ
ん
、
こ
の
演

奏

と
合
唱

に
参
加

さ
れ
た
三
百

名
を
超
え

る
皆

さ
ん
、
そ
し

て
、

こ
れ
を
成
功
に
導

く
べ
く

努
力

さ

れ
た
実
行
委
員
会

の
役
員
を

始

め
関
係
者

の
皆

さ
ん
、
指
導

に
当
た
ら

れ
、
ま

た
は
、
当
日

出
演
さ
れ

た
専
門
家

の
方
々
に

対
し
、
深
く
敬
意

と
感
謝
を
表

す
る
次
第
で
す
。

第
九
演
奏
会
の
成
功

宮
間
満
寿
雄

児童 手当

2

月

か

ら

事前受付開

始

対象
満6歳未満を
含む１８歳未
満の児童を二
人以上教育

児

童
手
当
法
が
改
正
さ

れ
、六
十

三
年
四

月
か
ら
は
「
小

学
校
入

学
前
の
満
六

歳
未
満
の
児
童
を
含
む

満
十

八
歳
未

満
の
児
童
を
二
人
以
上

養
育
し

て
い
る
人
」
が
受
給
対

象

と
な
り
ま
す
。

二
月
か
ら
事
前
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
の
で
改
正
の

あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し

ま
す
。

児
童
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
六

十
三
年
四
月
か
ら
児
童
手
当
の
受

給
対
象
年
齢
が
変
わ
り
ま
す
。

六
十
一
年
六
月
か
ら
年
次
ご
と

に
法
改
正
が
行
わ
れ
受
給
対
象
者

の
見
直
し
が
図
ら
れ
、
今
回
が
そ

の
最
終
改
正
と
な
り
ま
す
。

現
行
制
度
で
は
、
五
十
三
年
四

月
二
日
以
後
に
出
生
し
た
児
童
を

含
む
十
八
歳
末
満
の
児
童
を
三
人

以
上
養
育
し
て
い
れ
ば
月
額
五
千

円
を
、
五
十
八
年
四
月
二
日
以
後

に
出
生
し
た
児
童
を
含
む
十
八
歳

未
満
の
児
童
を
二
人
養
育
し
て
い

れ
ば
月
額
二
千
五
百
円
を
、
そ
れ

ぞ
れ
受
給
で
き
ま
し
た
。

六
十
三
年
四
月
か
ら
は
、
昭
和

五
十
七
年
四
月
二
日
以
後
に
出
生

対象になる人は忘れずに手続きを

し

た
（
小

学
校
入
学
前
・
満
六

歳

未

満
）
児

童
を
含
む
二
人
以
上

の

児
童

を
養
育
し
て

い
て
、
所
得
制

限

の
基
準
内

に
該
当
す

れ
ば
、
三

人
以
上

養
育
し

て

い
る
人
は
月
額

五
千
円
、
二
人
養
育
し
て
い
る
人

は
月
額
二

千
五
百
円
か
そ

れ
ぞ
れ

受
給
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

二
月
一
日
か
ら
事
前
受
け
付
け

を
開
始
し

ま
す
の
で
該
当
す

る
人

は
忘

れ
ず
に
申
請
手
続
き
を
し
て

下

さ
い
。

マ
受
給
対
象
…
六
十
三
年
四
月
一

日

現
在
小

学
校
入
学
前
（
満
六

歳
未
満
）
の
児
童
を
含
む
十
八

歳
未

満
の
児
童
を
二
人
以
上
養

育
し
て

い
る
人

※
別

掲
の
所
得
額
基
準
表
の
限

度
額
以
内
の
人
に
限
り
ま
す
。

マ
手

続
き
に

必
要
な
も
の
二
・
①
印

鑑
②
申
請
者
が
加
入
し
て

い
る

年
金

の
種
類
・
記
号
番
号
・
加

入
年
月
日

③
申
話
者
名
義

の
市

内
金
融
機

関
名

と
普
通
預
金
口

座
番
号

④
児
童

手
当
用
所
得
証

明
書
（
昭
和

六
十
二

年
一
月
一

日
現

在
松
戸
市

に
住
民
登
録

の

な

か
っ
た
人
だ
け
必
要
で
す
。

証

明
書

は
前

住
所
地
発
行
の
六

十
一
年
分
）
⑤
そ
の
ほ
か
添
付

書
類

が
必
要

と
な
る
場
合

が
あ

り
ま
す
。

受
け
付
け
・
三

日
二

日
か
ら
市

役
所

援
護

課
・
各
支
所
窓
口
で

受
け
付
け

手
当
額
…
子
供
二
人
四
場
合
月

額
二
千
五
百
円

、
子
供
三

人
の

場
合
月
額
五

千
円

支
給
開
始
…
三
月
末
日
ま
で
に

申
請
し

た
人
は
四
月

か
ら
、
四

月

一
日
以

降
に
申
請
し

た
人
は

申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給

▽
支
給
月
…
六
月
・
十
月
・
二
月

の
各
支
給
月
の
十
日
ご
ろ
に
口

座
振
替
で
支
給

※
新
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
と
、

現
在
受
給
中
の
人
で
も
、
資
格

喪
失
や
手
当
額
が
変
更
に
な
る

場
合

が
あ
り
ま
す
。
変
更
に
な

る
人
に
は
四
月
に
入
っ
て
か
ら

通
知
し
ま
す
。

詳
細
・：
援
護
課
援
護
係

参考）62年度所得額基準表

年金加入区分 扶養人数 所得控除後の金額

国民年金加入か

年金未加入の人

〇人 1,416,000円以内

１ 1,716,000円ﾉﾉ

２ 2,0祁,000円ﾉﾉ

３ 2,316,000円ﾉﾉ

厚生年金･ＪＲ･

Ｎ丁丁その他の

年金に加入の人

０ 3,335,000円ﾉﾉ

１ 3,635,000円ﾉﾉ

２ 3,935,000円ﾉﾉ

３ 4,235,00(〕円ﾉﾉ

４人以上1 人増すごとに300,000円を加算

各
種
控
除
額
表

項　　　目 控　除　額

障害者､老年者、 寡

婦(夫)､勤労学生控除
一
件
に
つ
き

250,000円

特別障害者控除 330,000円

老人扶養親族控除 60,000円

雑損､医療費､小規模

企業共済等掛金控除
当該控除額の総額

老
人
保
健
法
に
よ
る

医
療
受
給
者
証
が
更
新
に
な
り
ま
す

郵
送
し
ま
す
の
で
確
認
を

老
人
保
健
法

が
昭
和
五

十
八

年

二
月

に
施
行
さ

れ
て
五
年

が
経
ち

ま
す
。

老

人
保
健
法
に
よ

る
医
療
受

給

者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、

有
効
期
間

が
六
十
三
年
一
月
三

十

一
日
を
も
っ
て
満
了

と
な

る
人
は
、

一
月
中

に
医
療
受

給
者
証

が
更
新

に
な
り
ま
す
。

※
今
回
吏
新
と
な

る
人

は
、
昭
和

五
十
八
年
中
に
受

給
資
格
を
取

得
し

た
人
で
す
。

市
で
は
今
回
、
医

療
受
給
者
証

の
更
新
に
該
当
す
る
人
に
、
新
し

い
医
療
受
給
者
証
と
健
康
手
帳
を

一
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

二
月
一
日
か
ら
は
新
し
い
健
康
手

帳
と
医
療
受
給
者
証
を
病
院
の
窓

口
に
掲
示
の
上
、
受
診
し
て
下
さ
い

な
お
、
新
し
い
医
専

受
給
者
証

の
有
効
期
間
は
、
六
十
八
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
の
五
年
間
で
す
。

※
該
当
す
る
人
で
届
か
な
か
っ
た

場
合
は
、
老
人
保
健
課
ま
で
連

絡
し
て
更
新
も
れ
心
な
い
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

医
療
費
が
支
給
さ
れ
ま
す

次
の
よ
う
な
事
由
の
場
合
、
医

療
費
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
申
請
し
て
下
さ
い
。
な

お
、
2
か
ら
6
に
つ
い
て
は
医
師

が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
限
り
ま

す
。

山
緊
急
や
む
を
得
な
い
事
情
で
医

療
機
関
に
費
用
を
全
額
支
払
っ

た
と
き

②
補
装
具
（
コ
ル
セ
ッ
ト
等
）
を

購
入
し

た
と
き

3
看
護
料
（
基
準
看
護
病
院
を
除

く
を
支
払
っ
た
と
き

困
ア
ン
マ
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
か
か

っ
た
と
き

は
り
・
き
ゅ
う
に
か
か
っ
た
と
き

㈲
移
送
背
を
支
払

っ
た
と
き

※
転
出
す
る
と
松
戸
市
の
健
康
手

帳
（
医

療
受
給
者
証

）
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
必
ず
返
還
し
新

住
所

地
で
新
た
に
交
付
を
受
け
て
下

さ

い
。

ま
た
、
医

療
保
険

に
加
入
し

て

い
な
い
期
間

が
あ

る
と
、
そ

の

期
間

は
老
人
医

療

が
適
用
さ

れ
ず

自
費
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く

だ
さ
い
。

▽
詳
細
・
：
老
人
保
健
課

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

１月

２月

第
二
十
八
回
松
戸
市
小
中
学
校
児
童
生
徒
書
初
展
二
月
二
十

日

上

一
十
四
日

・
明

る
い
選
挙
習
字
作
品

展
二

月
二
十
七
日
（
午
後

一
時

）
～

三

十
一
日

筑
翠
会
書
展
上
月
三
十
日
　
（
正
午
）
　
上
京
∴
日

・
子
ど

も
県
展
松
戸
地
区
入

選
作
品
展
・
三

月
三
日

～
七
日

開
館
時
間

は
月
曜

・
祝
日

を
除
く
毎
日
午
前
十
時

～
午

後
六
時

（
文
化
ホ
ー
ル
｛
一一
6
7
1
7
只
｝１
０
番

）

映
画
と
人
形
劇
」
お

は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入
場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い
が
対
象
一

ヱ
レ

ホ
ン
サ

｜
ビ
ス

¬で

ん
わ
お
は
な
し
キ
ヤ
一
ﾆフ
バ
ンＬ

ｆｉ
６３

１
９
９
９
９
番

四

日

－
一月

一一一

日

一
一
十
八
日

一
一
十
一
一日

一
一
十
一
日

一
日

－
十

日

期

日

新
松
一
尸
市

民
セ
ン

タ
｜

図

書

館

本

館

明

市

民

セ

ン

タ

｜

Ｉ

Ｗ

ヤ

五

香

市

民

セ

ン

タ

｜

図

書

館

本

館

会

場

午
後
一
一一
時
Ｓ
四

時

窖

一一竺

一一些

吉

盂

一
一一
時
ｓ

回

極

－－で

－
－¶Mt

古

時

間

※
定
員
に
な
っ
た
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。

マ

詳
細
・
＝
市
立
図
書
館
四
６５
１
ｒ
Ｄ
ｌ
ｌ
［『
』番

防災行政用無線局の

放送が午後５時からに

防災子政用無線局で放送し

て い る｢ 歌 の 街｣ の 放 送 時 間

( 現 在 午 後 ４ 時30 分 か ら) が 、

２ 月 １ 日( 月) か ら7 月20 日( 水

の 間 、 午 後 ５ 時 か ら に 変 わ り

ま す 。

l〉詳 細 … 防 災 課

国保松戸市立病院

看護婦・パート看護助手募集

【〉看護 婦･ 准看護婦 …35 歳 まで

( ３交替 勤務 が可能 な 人)

E〉看護 助手 …40 歳ま で

※市 内医 療 機関 勤務 者は ご遠

慮 下 さい。

E〉詳 細… 国保 松 戸市 立病 院庶

務 課 人事 係登63-2171 内 線

2513 番

市立保育所臨時保母募集

E〉職種…代替保母（保母の資

格がある人）

【〉採用…名簿登録をして、住

所地近くの保育所に必要が

生じた場合に勤務

E〉詳細…保育所課保育指導係

六
十
三
年
度
市
立
幼
稚
園
児
　
再
募
集

人

員
・
＝
中
部
小
学
校
付
属
幼

稚

園
＝
約
百
七
十

人

、
小
金
小

学

校
付
属
幼
稚
園
＝

約
百
二

十
人

（
い
ず

れ
も
一
年
保
育

）

▽
詳

細

＝
・
教

育

委

員

会

学

務

課

、

中

部

小

付

属

幼

稚

園

一`
６３
－

２

５
６

９
番

、

小

金

小

付

属

幼

稚

園

昔

４１
１

２

０

０

３

番



広報まつど 広報
まつど

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
の

基

礎
資
料

に
し

ま
す

今

回

の

ア

ン
ヶ

Ｉ

ト

馴

査

で

明
ら
か
に
な
っ
た
要
点
を
幣
理

す
る
と
、
五
点
に
ま
と
め
る
こ

と

が

で

き

ま

す

。

市
民
の
特
性
と
し
て
の
「
わ

が
ま
ち
意
識
」
を
感
じ
て
い

る
人
は
三
人
に
二
人

の
割
合
で
あ
る
②
松

戸
に
住
ん
で
い
て
満

足
と
す
る
人
は
全
体

の
約
四
割
で
あ
る
③

松
戸
に
住
み
つ
づ
け

た
い
と
す
る
人
は
全

体
の
約
六
割
に
達
し
過
半
数

で
あ
る
Ｉ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。

「
江
戸
川
」
は
市
全
域
に
わ

た
っ
て
市
民
に
「
わ
か
ま
ち

ら
し
か
」
を
感
じ
る
も
の
と

し
て
意
識
さ
れ
て
お
り
、

「
松
戸
ら
し
さ
」
の
象
徴
的

な
存

在
と
な
っ
て

い
る
。

本
市
の
良
さ
と
し
て
、
都
心

ま
で
約
三
十
分
と
い
う
至
近

距
離
に
も
か
か
わ
ら
ず
豊
か

な
自
然
が
残
っ
て
い
る
こ
と

と

、
交

通
の
利
他
社

が
あ
げ

ら

れ
る
。

「
市
街
地
の
再
開
発
や
各
駅

の
川
切
設
備
」
、
「
公
明
広

場
の
整
備
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
ハ
ー
ド
面
を
中
心
と
し
た

着
実
な
施
策
の
進
展
が
市
民

に
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
医

療
、
健
康
交
通
対
策
な
ど

の
進
展

が
望
ま
れ
て

い
る
、

川
高
齢
化
や
文
化
こ
対
す
る
要

望
は
年
齢
に
よ
っ
て
多
様
化

し
て
い
る
、

以
上
の
結
果
は
、
一
九
八
九

年
（
昭
和
六
十
四
年
）
か
ら
始

ま
る
「
松
戸
巾
第
四
次
総
合
五

か
年
計
画
」
の
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
。

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画
の

二
年
次
目
か
ら
、
い
よ
い
よ
一

九
九
○
年
代
で
す
。

「
文
化
的
で
緑
豊
か
な
住
み

よ
い
活
気
の
あ
る
都
市
一
と
長

期
的
構
想
に
描
い
た
二
十

一
世
紀
。
そ
の
新
し
い

時
代

の
た
め
に
、
新
し

い
時
代
に
生
き
る
市
民

の
た
め
に
、
新
た
な
．
可

能
代
を
探
り
っ
つ
夢
と

希
望
に
あ
ふ
れ
た
計
画

を

つ

く

ら

な
け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

こ
の
基
礎
資
料
の
も
と
に
、

新
計
画
策
定
は
具
体
的
な
段

階
に
入
り
ま
す
。

詳
細
・
：
企
画
課

松戸市に住んでいることに満足していますか。

満
足
度
と
定
住
志
向

四

割

の

人

は

満

足

感

を

持

つ

満
足
度
の
大
小
と
居
住
歴
の
長

さ
に
は
強
い
相
関
関
係
が
見
ら
れ
、

居
住
年
数
三
～
五
年
で
は
「
満
足
」

と
す
る
人
が
二
四
・
八
％
な
の
に
比

べ
、
三
十
年
以
上
の
人
で
は
円
九

・
九
％
と
は
ば
半
数
に
達
し
て
い

ま
す

。

市
民
意
識
調
査
結
果
を
今
回
の

も
の
と
、
前
回
、
前
々
回
も
の
で

比
較
す
る
と
、
満
足
・
不
満
足
の

評
価
を
は
っ
き
り
示
す
人

が
滅
る

一
方
で
。
普
通
で
あ
る
と
す
る
人

が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

理
由
は
自
然
環
境
と

交
通
の
便
利
さ

満
足
し
て
い
る
理
由
は
「
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
す
る

人
が
全
体
の
四
六
・
一
％
を
占
め

て
最
も
多
く
、
次
い
で
買
い
物

の
便
が
よ
い
」

四
三

・
川
％

）
。

「
永
年
住
み
な
れ
て
愛
着

が
あ
る
」

四
三
・
三
％
通
勤
・
通

学
等
交
通
の
便
が
よ
い
」
（
四
○

・
二
％

）
と

い
う
順

に
な
っ
て
い

ま
す
。
複
数
回
答

松
戸
市
は
鉄
道
網
が
縦
横
に
め

ぐ
り
、
鉄
道
駅
が
十
六
ヵ
所
も
あ

る
と
い
う
交
通
の
便
利
さ
や
。
都

心
ま
で
電
車
で
約
三
十
分
と
い
う

近
い
距
離
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
豐

か

に
残

さ
れ
て
い
る
水
と
緑
を
多

く
の
市
民
が
評
価
し
て
い
る
こ
と

か
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
、

こ
こ
で
も
ま
た
、
二
十
歳
～
二

十
四
歳
に
つ
い
て
は
「
永
住
住
み

な
れ
て
愛
着
が
あ
る
」
と
す
る
人

の
割
合
が
六
〇
・
四
％
と
他
の
年

代
に
く
ら

べ
て
圧
倒

的
に
高

く
、

「

わ
が
ま
ち
意

識
」

と
同
し
傾

向

に
な
っ
て

い
ま
す
。

移
住
年
数
に
比
例

す
る
定
住
志
向

定
住
志
向
は
居
住
年
数
の
増

に
つ
れ
て
高
ま
り
、
「
三
年
未
満
」

の
人
で
は
、
住
み
つ
づ
け
た
い
と

思
う
は
三
三
・
七
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん

が
、
「
三
十
年
以
上
」
の
人
で
は

八
六

・
一
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。

行
政
地
域
別
で
は
、
本
庁
・
常

盤
平
・
小
金
原
地
域
で
定
住
志
向

が
相
対
的

に
高

く
な
っ
て

い
ま
す
、

特
性
地
区
別
で
は
商
業
・
団
地
・

農
村
形
態
地
区
で
。
比
較
的
に
高

く
な
っ
て

い
ま
す
。

以
上
か
ら
定
住
志
向
は
と
く
に

居
住
年
数
の
長
さ
に
比
例
す
る
こ

と
が
著
者
に
現
れ
、
古
く
か
ら
の

定
住
者
が
多
い
商
業
・
農
付
形
態

地
区
な
ど
で
そ
の
影
響
が
で
て
い

る
も
の
と
い
え
ま
す
。

松戸市にこれからも住みつづけたいと思い
ますか

市
民
生
活
と
行
政
需
要

多
様
な
高
齢
化
対
策
が

望
ま
れ
て
い
る

高
齢
化
社
会
に
備
え
る
た
め
必

要
と
思
わ
れ
る
施
策
は
、
全
体
の

四
一
・
六
％
の
人
が
「
高
齢
者
が

生
き
が
い
を
も
っ
て
働
け
る
場
所

の
確
保
」
を
あ
げ
て
お
り
、
最
も

多
い
数
字
で
す
。
次

い
で
「
高
齢

行
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
居
住

環
境
の
整
備
」
三
七
・
一
％
）
。

「
成
人
病
の
予
防
や
保
健
サ

ー

ビ

ス
の
充
実
、
中
高
年
齢
者
の
健
康

維
持
・
増
進
」

三

二

・
じ
％

）

と
い
う
順

に
な
っ
て

い
ま
す
。

年
齢
別
に
み
る
と
、
に
青
壮
年
層

・
中
年
屑
は
「
働
き
場
所
の
確
保
」

を
あ

げ
て

い
ま
す

が
、
実
際

の
高

齢
行
で
は
「
居
住
環
境
の
整
備
、

健
康

維
持
・
増
進
」
を
あ

げ
て

お

り
、
年
齢
層
に
よ
り
高
齢
化
対
策

へ
の
要
望
が
き
わ
だ
っ
た
対
比
を

み
せ
て
い
ま
す
。
　
複
数
回
答
）

文
化
的
な
暮
ら
し
の

イ
メ
ー
ジ
は
多
様
化

文
化
的
な
暮
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ

は
「
み
ど
り
や
き
れ
い
な
空
気
な

ど
の
よ
い
自
然
環
境
の
中
で
生
活

で
き

る
こ
と
」

を
あ

げ
る
人

が
最

も
多
く

六
三

・

五
％

で
し
た
。
次

い
で

「
公

園
、
下

水
道
、
心
肺
な

ど
、
生
活
関
連
施
設
が
整
っ
た
中

で
生
沃
で
き
る
こ
と
」
（
五
四
・

五
％

）
、
「
趣
味
を
楽
し
む
ゆ
と

り
の
あ

る
充
実
し

た
生
活
で
あ

る

こ
と
」
四
六
・
一
％
）
と
い
う

順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
複
数
回
答
。

高

齢
化

対
策
の
要
望
と
同
様

、

文
化
的
な
暮
ら
し
に
つ
い
て
も
年

齢
や
職
業
な
ど
に
よ
っ
て
多
様
な

イ
メ
ー

ジ
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す

ま
た
、
買

い
物
の
場
所

は
新
松

戸
周
辺

が
増
え
、
松
戸
駅
周
辺

・

常
盤
平
周
辺
と
と
も
に
商
業
核
を

形
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

施

策

の

成

果

市
街
の
再
開
発
・

駅
の
周
辺
整
備
を
評
価

施
策
・
施
設
な
ど
に
つ
い
て
の

満
足
度
は

、
全
体
的

に
「
健
康
・

教
育
環
境
衛
生
面
で
の
満
足
度

が
高
く
逆
に
「
河
川
の
浄
化
」
、

「
警
察
署
・
派
出
所
の
配
置
、

「
防
犯
灯
・
街
路
灯
の

設
置

」
、

子
ど
も
の
遊
び
場
な
ど
」
が
低

い
も
の
と
な
っ
て

お
り

、
今
後

の

課
題
と
言
え
ま
す
。

成
果
を
あ

げ
て
き
て

い
る
と
思

う
施
策
は
、
「
市
街
地
の
再
開
発

や
各
駅
の
周
辺
幣
備
」
が
五
二
・

六
％

と
圧
倒
的

に
多

く
、
次
い
で

「
公
園
・
広
場
な
ど
の
整
備
」
（
二

四
・
四
％
）
、
「
道
路
・
橋
り
ょ

う
の
整
備
」
　
（
二
一
・
六
％
）
、
’

「
公

共
下

水
道
の
整
備
」
（
ニ

ー

・
五
％
）
、
「
ゴ
ミ
・
し
尿
な
ど
の

以
境
衛
生

の
充
実
」

（
一
九
・
六

％
）
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

要
望

と
し

て
は
、
「
保
健

・
医

療
の
充
実
」
（
三
〇
・
八
％
）
、

「
鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
交
通
対
策
」

二
七
・
一
％
）
、
「
公
共
下
水

道
の
整
備
」
　
（
二
三
・
八
白
、

「
社
会
福
祉
の
允
実
」
（
二
〇
・

三
％

）
、
「
河
川

浄
化

な
ど
の
公

害
対
策
」
（
一
礼
・
九
％
）
と
い

う
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
各
複

数
回
答
）

ＪＲ松戸駅西ロデッキ

ＪＲ常磐線

市民度識調査結果まとまる

60㌫が定住を望む

期待される

保険交通下水

道福祉
いま住んでいる地域に

「わがまち」といった愛着心を感じていますか

無 回 答

2.27%･

わからない
18.2996

感じて
いない
19.2196

感じている
60.2396

市
民
が

現
在
何
を

思
い

、
次
に

何
を
願
っ

て
い

る
か

を
広
く
把

握
す

る
た
め
に
実

施
し
た
「
市
民

意
識
調
査
」
の

結
果
が

ま
と
ま

り
ま
し

た
。

調
査
に

ご
協
力
い

た
だ

い

た
多
数
の
市
民
の

皆
さ
ん
に

は
、
心

か

ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

今

回
の
調
査

で
は
、
六
割
の
人

た
ち
が

、
松
戸

を
「

わ
が
ま

ち
」

と

感
じ

て
い

る
こ

と
が

わ
か
り
ま
し
た

。
ま
た
、

全
般
的
に
見
て

市
民
は

都
市
整
備
・
施

設
づ
く
り
な
ど
の
ハ

ー
ド
の
面

を
評
価
す

る
一

方

、
保
健
・
医
療

・
交
通
対

策
と
い
っ

た
ソ

フ
ト

な
部
分
へ

の

対
応

を
求
め
て
い
ま

す
。

松
戸
市

は
、
年
次
計

画
の
積
み

重
ね
（
現
在
第

三
次
総
合
五

か

年
計
画

を
遂
行
中

）
に

よ
り

、
街

づ
く
り
を

進
め
て
い
ま

す
。

今
回

の
調
査
結

果
は
、
昭

和
六

十
四
年
度

か
ら
始
ま

る
「
第
四

次

総
合
五
か
年
計
画

」
の
基

礎
資
料
と

な
る
も
の
で
す

。

「
わ
が
ま
ち
意
識
」
と

わ
が
ま
ち
ら
し
さ

三

人

に

二

人

が

ま

ち

に

愛

着

三

人
に
二

人

が
ま
ち

に
愛
着

を

感
じ
、
そ
れ
に
は
年
齢
・
居
住
歴

が
関
係
し
て
い
ま
す
。
特
に
年
齢

で
は
、
お
お
む
ね
三
十
五
歳
を
境

と
し
て
、
愛
着
心
を
「
感
じ
て
い

る
」
と
回
答
し
て
い
る
人
が
過
半

数
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
齢

が
低
下
す

る
に

っ

れ
て
一
般
に
わ
が
ま
ち
意
識
が
低

く
な
る
傾
向
か
お
り
ま
す
が
、
二

十
代
前
半
の
若
年
層
だ
け
は
例
外

的
に
や
や
高

ま
っ
て

い
る
特
徴

が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
人
口
急
増
期
の
昭
和
三

十
年
住
後
半
に
大
量
に
流
人
し
て

き
た
核
家
族
層
の
子
ど
も
た
ち
が

松

戸
で
生
ま

れ
育
っ
て
成

人
と
な

り
、
ま
ち
へ

の
強
い
考

布
心
を
示

し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考

え
ら

れ
ま
す
。

「
江

戸

川

」

を

全

市

的

に

評

価

「

わ
が
ま
ち

ら
し

さ
」
を
感
じ

る
も
ら
と
し
て
は
「
常
盤
平
の
桜

通
り
・
け
や
き
並
木
」
が
全
体
の

三
六
・
六
％
と
第
一
位
で
す
。
続

い
て
「
江
戸
川
」
三

三
・
二
％

）
、

「
あ
じ
さ
い
寺
（
本
土
寺
）
」
（
二
九

・
○
％
）
、
「
矢
切
り
の
渡
し
・
町

句
の
墓
文
学
碑
」
（
二
六
・
九
％
）

と
な
り
ま
す
。
　
　

（
複
数
回
答

）

常
盤
平
・
六
実
地
域
の
人
は
桜

通
り
を
、
小
金
地
政
の
人
は
本
土

寺
を
あ
げ
る
と
い
う
行
政
地
域
の

偏
り
が
あ
り
、
地
元
意
識
の
強
さ

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
し

か
し

、「

江

戸
川
」
に
っ

い
て
は

、
川
沿

い
の

地
域
に
限
ら
ず
意
識
さ
れ
て
い
て
、

全
巾
的
な
「
松
戸
ら
し
さ
」
に
相

当
す
る
風
景
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と

が
で
き
ま
す
。

調
査
は
1
0
0
0
0
人

ア
ン
ケ
ー

ト
で

調
査
の
方
法
は
、
六
十
二
年

五
月
十
五
日
現
在
で
満
二
十
歳

以
上
の
市
民
一
万
人
を
、
住
民

基
本
台

帳
か
ら

字
別

・

男
女
別

・
年
齢

階
層
別
五
歳
刻
み
）
に
無
体

為
抽
出
し
、
郵
便
で
訓
査
票
を

送
付
・
回
収
し
ま
し
た
。

市
民
の
意
識
が
住
ん
で
い
る

場
所
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

全
巾
を
行
政
地
政
別
本
庁
・

矢
切
り
・
明
・
東
部
・
馬
橋
・
常

盤
平
・
小
金
・
小
金
原
・
六
実

・
新
松
戸
の
十
地
域
）
、
特
性

地
区
（
商
業
・
エ
業
・
団
地
・

住
宅
密
集
・
農
村
形
態
・
区
画

整
理
・
そ
の
他
の
七
地
区
）
に

分
け
て
回
答
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

五
千
二
十
九

人
の
人
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
、

有
効
回
答
は
五

千
十
四
住
（
有

効
回
収
率
五
〇
・
一
％
）
で
し

た
。
訓
査
結
果
は
市
役
所
行
政

資
料
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
本
館

・
分
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市 民 参 加

葛 飾 橋 から 見 た松 戸 市 街

行政の動きや行事を知る手段は「広報まつど」からが、

88.1％と大多数で､次いで「回覧板」(38.7%)｡ 「一般の

新聞やラジオ」口3.9％）になっています。（複数回答）

ま、。意見、要望の解決手段が分からない人が、若い

人や居住歴の浅い人に多くなっています。

行政へ意見・要望があっときの解決手段は

市政や市役所の職員についての印象

地域への関心と地域活動
地 域 情 報 の 認 識 度 は 地 区 （ 自 治 会 ・町 会 ） 以 上 の 広 が

り は 半 数 以 上 が 知 ら な い と し 、 近 所づ き あ い は 日 常 の あ

いさつ・雑談・頂き物が圧倒的です。実際の地域活動で

多 い の は 、 「 町 会 ・ 自 治 会 活 動 」(31.5% 八「 環 境 美 化 活

動 」(25.4%) 、「 ス ポ ー ツ ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 」

(19.1%) で す 。 活 動 し て い な い 人 で も､「 機 会 や ひ ま が あ

れ ば 」 と す る 人 が 多 く な っ て い ま す 。　　 （ 複 数 回 答 ）

地域の実情･問題をどの範囲まで知っていますか

近所づきあいは､どようなことをしてていますか

63年度

物
品
買
入
れ
等
指
名
競
争
入
札

参
加
希
望
者
を
受
付
中
（
追
加
登
録
分
）

受
付
期
間
・
二
月
六
日
（
上
ま

で受
付
時
間
・
平
日
は
午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
四
時
三
十
分

土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十
分
～

正

午

受
付
場
所
・
＝
市
役
所
管
財
課

業
務
内
容
＝
・
①
市
が
発
注
す
る

備
品
、
消
耗
品
、
印
刷
物
住
等

を
納
入
で
き
る
業
者
②
委

託
業

務
を
受
注
で
き

る
業
者

申
請
書
の
販
売
・
二
月
六
日

工
）
ま
で
市
役
所
地
下
売
店
で

販
売
松
戸
市
で
は
、
隔
年
交
付
制
か

採
用
し
て
い
ま
す
。
昨
年
登
録

し
た
人
は
、
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。
六
十
三
年
度
の

登

録
を
す

る
人

は
、
資
格
有
効

期
間

が
一
年
間

と
な
り
ま
す

。

ご
注
意
下
さ
い
。

詳
細
・
・
管
財
課
川
度
係

償却資産の申告は早めに

償 却資 産の 法定 申告 期 限は ２

月１ 日（ 月）で す。

昭 和63 年 １月１ 日現 在、事業

を営 み 市内に 償却 資産 を所有し

てい る 人（個 人・法 人 ）は 、 早

めに 市 役所 資産 税課 まで 申告 を

して 下 さい。

正 当 な事由 が な く申告 し なか

っ たり 、虚 偽の 申告 を する と過

料等を科されるほか、不利益な

扱い を受 け るこ とが あ ります の

でご 住意下 さい。

r〉詳細…資産税課償却資産係

母子・寡婦家庭対象

和裁講習会

期日 … １ 月24 日、 ２月 ７日 ・

14 囗・21 日・28 日 ．３ 月６ 凵

・13 日・27 日の 各日|曜日

時 間… 午 前９時 ～ 午後 ４時

会 場… 母子 福 祉セ ン ター（ 総

合福 祉会 館内 ）

内容 … 女性 物 浴衣 ま たはウ ー

ル着物

費 用… 無 料（ 材料 費実 費 ）

持 ち物 … 裁縫 道具 、筆 記具

申 込み … １ 月22 日（ 金 ）ま でに

電話で福祉事務所福祉体へ

うす味教室

日程 内 容
定

員

時間

２／４

困

塩分測定

うす味の食生活に

ついて

(講話) 万

乗

午前10眄

Ｓ

正午

/5

働

調理実習

私の適塩

(話し合い)

午前10畤

午後２時

会場…市民会館

持ち物…みそ汁(汁のみ50cc)

筆記用具．エブロン、三角巾

申込み･‥電話で健康管理課常

盤平方面保健室S84-1333 番へ

市民大学冬期講座

Ａコース

テーマ 地方自冶100年 核の現状

講 師
法政大字講師･

中西啓之氏

元東京大学教及･

原善四郎氏

期 日
2月8日～29日の

各月曜日(計4回)

2月9 日 ～3 月1 日

の各火曜日C計4回）

時 間 午前10時～正午

会場
勤 労 会 館

定 員 各50人

申込み…電話かハガキで〒271

松戸市根本387-5 教育委員会

社会教育課成人教育体へ

心配ごと相談

期 日 会場 時間

1 /22瀏 市役所市民相談コーナー

午前10時

～午後3時

2/1  (月) 馬 橋 支 所

２(火) 六 実 支 所

３(水)
常 盤 平 支 所

新松戸市民センター

４(本) 小金原市民センター

５刪 市役所市民相談コーナー

６(主) 小金市民センター 0L眄
～

!囗,むOF眄30俯

12廊
市 役 所 市 民

相談コーナー

午前10襾～

午後３時
19刪

26廊

詳細 …I財ll会福 祉|嶌議 会登卵 －0503 番

鎧 ぶ

4FI 懋 ・.．.’

成人病予防月間事業(ヘルス

パ イ オニア タウ ン) の一 環 とし

て 、左 記の 通 り健康 講座 ・パ ネ

ル展示 を行 い ます。

【〉申 込 み… 凵 】21日( 木)か ら、

電 話 で 健康管 理 課保 健計|山』係

へ( 先着111削

期 日 内 容 講 師 会 場 時 間 対象 定 員

2/11 月)

察
粢
室

糖尿病とはど んな 病気か
医 師

栄 養 士

看 護 婦

保 健 婦

回

Fﾐ
ﾜ?
葭

午後佃寺～3 時

患

者
お
よ

び
家
族

40
人

／８(月)
食事療 法につい て

( 指示エネルギー弁当 試食1 ,000円)
正 午 ～ ２陋

/22(月) 検査の 意義 ・合併症
午後1時～3 詢

/29t月) 日 常生 活の 注意

2/4C 木)

糖調
Ｈ

低カロリ一良 の調理・試食およ び

話し合い

(材 料費500 円)

栄 養 士

訃

進|

午前10眄～

午 後２時

30
人

２／５瀏
白

尚尚

冬期における 血圧管理と 血圧自己測

定のポ イント （実技）

国保松戸市立

病院循瑁器内

科部長・

村山 絋氏

Ｘ
罷

午後1時～3 肭
一
般
市
民

40
人

2/31 水)

～17(利

旱
もW
小

血圧について

Ｈ
路

午前８時30分

～ 午後５眄



第６７２号 広報まつど

松
戸
の
野
草

と
樹
木

カ
タ
バ
ミ

カ
タ
バ
ミ
科
（
草
本
）

芝
生
・
土
手
・
路
傍
な
ど
い

た
る
所
で
見
ら
れ
、
種
子
が
二

㍍
く
ら
い
も
飛
び
散
る
の
で
、
盆

栽
の
鉢
の
中
に
ま
で
入
り
込
む

と
い
っ
た
具
合
で
繁
殖
力
の
強

い
多
年
草
で
す
。

葉
の
形
は
、
ハ
ー
ト
型
で
色

は
緑
が
普
通
で
す
が
、
紅
紫
色

や
緑
紫
色
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

花
は
、
黄
色
で
花
び
ら
が
五

枚
で
す
。

ム
ラ
サ
キ
カ
タ
バ
ミ
は
、
大

型
で
、
花
の
色
は
ピ
ン
ク
（
南

ア
メ
リ
カ
原
産
）
で
す
が
、
こ

れ
も
カ
タ
バ
ミ
と
同
じ
に
食
べ

ら
れ
ま
す
。

食

べ

方

（
ど
こ

を
）

葉
や
花
を
つ
み

と
り
利

用
し

ま
す
。

葉
は
、
冬
は
小
さ
す
ぎ
て
集

め
る
の
が
面
倒

で
す

か
ら
、
春

か
ら
秋
が
良

い
で
し

ょ
う
。

花
は
、
五
月

か
ら
九
月
こ
ろ

に
か
け
て
咲
き
ま
す
の
で
、
こ
の

時
期
に
つ
み
と
り
ま
す
。

何
分
に

も
小
型
で
す

か
ら
沢

山
つ
み
採

る
の
は
大

変
で
す

。

ム
ラ
サ
キ

カ
タ

バ
ミ
は
大
型

で
す

か
ら
採
集
は
楽
で
す

が
、

よ
そ
の
家
の
庭
先

で
は
観
賞
用

に
し
て

い
る
こ
と

が
多

い
の
で

気
を
つ
け
て
下

さ
い
。

（
ど
の
よ
う
に

）

花
は
生
で

サ
ラ
ダ
に
も
で
き

ま
す
し

、
ゆ

で
て
酢
の
物
、
汁

の
実

、
か
ら

し

和
え
も
良

い
で
し
ょ
う
。

葉
も
花
と
同
し
よ
う

に
天

ぶ

ら
、
油
い
た
め
、
酢
の
物
、
か

ら
し
和
え
に
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
・
白
菜
・
大
根
な

ど
と
一
緒
に
漬
け
物
に
混
ぜ
る

の
も
良
い
し
、
こ
ま
か
く
き
ざ

ん
で
天
つ
ゆ
に
入
れ
る
の
も
風

味
が
あ
り
ま
す
。
蓚
酸
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
イ
タ
ド
リ

と
同
じ
く
多
食
す
る
と
下
痢
を

す
る
人
も
い
ま
す
が
、
普
通
は

便
泌
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

罪

つくりなサイドビジ

ネス

生活の

知恵

マルチ(まがい）商法
最
近
、
市
の
消
費
生
活
相
談
に
「
マ
ル
チ
（
ま
が

い
）
商
法
」
と
呼
ば
れ
る
取
引
に
つ
い
て
の
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
簡
単
に
で
き
る
有
利
な
ア
ル
バ
イ
ト
」
な
ど
と

勧
誘
す
る
こ
の
商
法
に
、
安
易
に
加
入
し
て
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に
も
、
そ
の
実
態
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
ょ
う
。

マ
ル
チ
商
法
の

仕
組
み
と
問
題
点

マ
ル
チ
商
法

と
は
、
い
わ
ゆ
ふ

「
ネ
ズ
ミ
講
」
に
商
品
販
売
を
組

み
合
わ
せ
た
販
売
形
態
で
す
。
組

織
に
加
わ
る
と
、
商
品
を
再
販
売

す
る
こ
と
に
よ
る
利
益
の
ほ

か
に
、

新
た
な
販
売
員
を
組

織
に
加

入
さ

せ
た
場
合
な

ど
に
も
利
益

（
リ

ク

ル
ー
ト
料
と

い
う

）
を
得

ら
れ
る

よ
う

に
な
っ
て

い
ま
す
。
し

か
も
、

リ
ク
ル
ー
ト
料
の
方

が
利
益

が
大

き
い
の
で
、
商
品
の
販
売
と
加
え

非
常
に
魅
力
的
な
商
法
だ
と
錯
覚

し

て
し

ま
う

の
で
す

。

し

か
し

、
勧

誘
で
き
る
範
囲
は

せ
い
ぜ
い
知
人
・
親
類
な
ど
だ
け

で

、
組
織
か
拡
大
し
て
も
利
益
を

上

げ
ら
れ
る
の
は
、

ご
く
ひ
と

に

ぎ
り
の
人
だ
け
で
す
。
最

終
的

に

は
、
多
数
の
人

が
、
リ
ク

ル
ー
ト

抖
を
受
け
取
る
こ
と
も
商
品
を
販

売
す

る
こ
と
も
で
き
な

い
ま

ま
に

な
っ
て
し

ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
マ
ル
チ

」
か

ら

「
マ
ル

チ
ま

が
い

」
へ

マ
ル
チ
商
法
は
、
昭
和
四
十
八

年
か
ら
四
十
九
年
ご
ろ
盛
ん
に
行

わ
れ
、
学
生
や
主
婦
を
中
心
に
多

く
の
被
害
者
を
出
し
た
た
め
、
五

十
一
年
か
ら
法
律
で
、
厳
重
に
規

制
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
マ
ル
チ
商
法
を
多

少
変
形
し
て
、
法
律
の
規
制
を
巧

み
に
逃
れ

る
取
引

が
生
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
こ

れ
が
「
マ
ル
チ

ま
が

い
商
法
」

で
す

。

多

い
例

と
し
て

は
、
商
品
購
入

を
会
員
加
入

の
条

件
と
し

て
、
こ

の
会
員

が
新

た
な

購
入

者
を
紹
介

（
販
売
で
な
く

）
す

る
と
一
定
の

紹
介
料
を
得
ら
れ

る
「
紹
介
商
法
」

と

い
う
も
の

が
あ
り

ま
す
。

ほ
か
に
も
い
ろ

い
ろ
な

マ
ル
チ

ま
が
い
商
法

が
あ
り
ま
す
が
、
金

銭
的

損
失
だ
け

で
な
く
、
友
人
・

親
類

な
ど
を
誘

っ
た
た
め
に
、
信

頼
を
失
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
問
題

の
多
い
商
法
と
言
え
ま
す
。

こ
ん
な
勧
誘
に
ご
注
意

「
良

い
ア

ル
バ
イ
ト
」
、
「
簡
単

に
も
う
け
ら
れ

る
」
な

ど
と
誘

わ
れ
た
と
き

会
場
に
連
れ
て

い
か
れ
て
、
成

功

者
の
例
を
熱
っ

ぽ
く
聞

か
さ

れ
る
な
ど
し
た
と
き

新
入
会
員
を
誘
う
と
マ
ー
ジ
ン

が
あ
る
と
か
値
引
き
さ
れ
る
な

ど
と
誘
う
と
き

こ
ん
な
場
合
に
は
マ
ル
チ
、
マ

ル
チ

ま

が

い
商

法

の
勧

誘

で

は

な

い

か

と

用

心

し

て

、

申

し

込

み

・

契
約
な
ど
の
前
に
市
の
消
費
生
活

セ

ン

タ

ー
（
｛
１
６５
－

６

５

６

５

番

｝

に

ご
相

談

下

さ

い
。

・
詳

細
・
＝
消

費

生

活

課

消

費

生

活

係
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｌ

消
費
者
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

１
月
2
7日
青
果
の
大
特
売

松
戸
市
青
果
物
小

売
商
組
合

消
費
者
サ
ー

ビ
ス
デ
ー
協

議
会

加
盟
の
青
果
店

が
、

一
月
二

十

七
日
（
水

）
に
サ
ー

ビ
ス
デ
ー
を

実
施
し

ま
す

。

じ
ゃ
が
い
も
一
㌔
当
た
り
百

円
・
た
ま
ね
ぎ
一
㌔
当
た
り
八

十
円
で
販
売
し
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、み
か
ん
・
ほ
う
れ
ん
草

よ

根
・
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
も
二
割
引

で
大
特
売
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
下
さ
い
。

マ
詳
細
…
消
費
生
活
課
消
費
生

活
係

ハイ・

こちら

内線 60

0番

ま ちの話 題 をお知 らせ く ださ い。

火
の
用
心

わ
れ
ら
婦
人
防
火
組

軽
可
搬
ポ
ン
プ
を
扱
う
小
金
北
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
ヘ

防
火
半
て
ん
2
0着

地域での防火・防災を目指して活動する小金北地区婦

人防火クラブへ、このほど防火半てん20着が贈られまし

た。

これは、松戸ユーカリライオンズグラフが寄贈したも

ので、左の襟には「火の用心」、背中には「小金北」の

文字が大きく書かれています。

婦人防火クラブでは、防火宣伝活動に大いに役立つと

大喜び。さっそく防火半てんを着込んで活動しています。

街で見かけたら、どうぞご協力を。

会
長

赤

坂

信

子

さ
ん

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
街
か

ら
火
災
を
無
く
し
、
み
ん
な
が

明
る
い
家
庭
を
築
く
こ
と
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
今
年
で

六
年
。
防
火
半
て
ん
の
ユ
ニ
ホ

ー
ム
も
そ
ろ
い
、
み
ん
な
喜
ん

で
い
ま
す
。

今
の
時
期
、
空
気
が
乾
燥
し

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
火
の
元

に
は
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

考
え
よ
う

家
庭
の
ゴ

ミ ゴ
ミ
の
分
別
は
市
民
の
義
務
で
す

年

々

増

加

す

る

人

口

お
よ

び

生
活

向

上

に

比

例

し

て

、
松

戸

巾
の
ゴ
ミ
排
出
量
も
増
大
の
一

途
を
た
ど
り
、
五
十
三
年
度
に

は
、
八
万
四
千
五
百
㌧
、
六

十
一
年
度
に
は
、
十
一
万
九
千

七
百
㌧
と
な
り
そ
の
増
加
率

は
、
四
一
・
六
％
に
も
な
っ
て

い
ま

す

。

今
、
市
で
は
巾
内
に
埋
立
処

分
場
が
な
く
、
ゴ
ミ
を
燃
や
し

た
灰

や

不

燃

ゴ

ミ

は

、
市

外

に

搬

送

し

て

処

分
し

て

い

る

状

況

で

す

。

そ
こ
で
市
で
は
、
再
三
市
民

の
み
な
さ
ん
に
ゴ
ミ
の
減
量
化
、

再
資
源
化
を
呼
び
か
け
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
減
量

化

等

を

進

め
て

い
ま

す

。

年
間
一
万
一
千
㌧
が

再
資
源
化

再
資
源
化
に
つ
い
て
は
、
六

十
一
年
ゴ
ミ
排
出
十
一
万

九
千
七
百
㌧
の
う
ち
約
一
万

一
千
㌧
が
、
紙
類
、
布
頬
、

金
属
類
、
ビ
ン
、
ガ
ラ
ス
類
な

ど
に
分
別
・
再
資
源
化
さ
れ
て

い
ま

す

。

こ

れ

は

、

ゴ
ミ

排

出

量

の
約

九
・
二

％

に
あ

た

り

ま
す

し
か
し
、
こ
れ
ら
再
資
源
化

で

き

る

ゴ

ミ

も

外

の
ゴ

ミ

と

混

合
し
て
し
ま
え
ば
、
焼
却
さ
れ

た
り
埋
め
立
て
ら
れ
て
た
だ
の

ゴ
ミ

に

な

っ

て

し

ま

い

ま
す

。

ゴ
ミ
の
再
資
源
化
を
進
め
る

こ
と
は
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ

ー

に

も

役

立

っ

て

い
ま

す

。

た
と
え
ば
、
古
紙
は
紙
の
原

料
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
古
紙

一
㌧
な
ら
ば
、
直
径
十
四
㌢

㍍
、
高
さ
八
㍍
の
筒
状
の
立
木

二
十
本
分
新
聞
一
年
分
で
約

一
本
半
）
に
相
当
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

再
資
源
化
の
効
用

松
戸
巾
で
、
六
十
一
年
度
に

再
資
源
化
さ
れ
た
古
紙
の
量
は
、

二
千
四
百
七
十
ニ
㌧
で
す
か

ら
約
四
万
九
千
四
百
四
十
本
分

の
立
木
に
相
当
す
る
計
算
に
な

り
ま
す
。

ア
ル
ミ
缶
な
ど
を
再
利
用

す
る
と
き
に
要
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
新
し

い
ア

ル
ミ
の
地
金

を
つ
く
る
の
に
要
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
し
て
九
七
％
も
節
約

で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う

に
、
分
別
を
守
っ

て
出
す

こ
と
に
よ
り
、
ゴ
ミ
に

な

る
も
の
を
有
効
に
活
川
で
き
、

市
の
清
掃
施
設
に
入
る
ゴ
ミ
の

減
量
と
、
埋
立
地
の
延
命
に
も

つ
な

が
り
ま
す
。

み
な
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
小

さ
な
ゴ
ミ
減
量
や
再
資
源
化
に
対

す
る
考
え
方
が
、
市
全
休
で
実

施
さ

れ
れ

ば
人

変
大

き
な
効
米

が
生
ま
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
を
出
す
の
は
「
あ
た
り

ま
え
、
当
然
だ
」
と
言
わ
な
い

で
、
少
な
く
す
る
こ
と
も
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

一
度
快
適
な
生
活
に
な
れ
る

と
、
そ
れ
が
当
然
で
あ
る
と
と
思

い
、
も
っ
と
楽
な
方
法
を
考
え

る
の
が
人
の
常
で
す

が
、

ゴ
ミ

問
迦
に
関
し

て
は
、
捨
て
る
側

が
楽
に
な
れ
ば
、
処
理
す
る
側

は
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
清
掃
第
一
課
）



健康ガイド

昭和６３年７月２０日広報
まつど

麻しん（はしか）

予 防 接 種

麻しんの予防接種は、生後12

ヵ月から72ヵ月までの間に、委

託医療機関で受けることになっ

ています。集団生活に入る前に

接種を完了することが望ましい

ので、医師と相談のうえ、早目

に受けるようにして下さい。ま

だ接種を受けていない人で問診

票（無料券）を持っていない人

は、下記要領のとおリハガキで

申し込んで下さい。

ハガキ申込み要領

【〉詳 細…保 健衛 生課 予 防衛 生係

家庭看護教室

期日 …下 表 の各 金曜 日 ６日 間

対象 …将 来 の ために 家庭 看護

を勉強し たい 人、家 庭に お年

寄 りや病 人がい る 人

定 員… 先着30 人（ 参加 決定 者

には ハガ キで 通知 し ます ）

申 込 み… １ 月25 囗（ 月 ）まで に

ハ ガ キに 郵便 番号 ・住 所 ・氏

名 ・年齢 ・電 話番 号 ・参加 動

機 を記 入し､〒271 松 戸市小 根

本 ７松 戸保 健所家 庭 看護 教室

担 当(S61-2121 番 ）へ

申込みをする人…接種当日６

歳未満で麻しんにかかったこ

とがなく、麻しんの予防接種

を受けていなくて､問診票（無

料券）を持っていない人、

申込まなくてもよい人…61年

12月１日から62年１月31日ま

でに生まれた人には、２月初

句に直接問診票をお送りしま

すので、申し込む必要はあり

ません。

以前の問診票を持っている人

も、それが使用できます。早

目に受けて下さい。

期日 時 間 内 容 会

場1/29

午後1 時
～４時

看護の心がまえ
看護のしかた

台

所

2/5

看護の知識と技術
(起こし方・足浴・
寝巻きの交換・安楽
な体位・洗髪のしか
たなどの実習)

2/12
更年期のすごし

カ

乳がんの自己検診法
ほか

2/19
午前９時
30分～午
後３時

特別養護老人ホーム
「緑風園」の見学実
習

緑
風
園

2/26 老人の栄養と食事
（調理実習）ほか 松

戸
保
健所3/4 午後1 時

～４時

市おせわ課の仕事に
ついて
修了式
(修了証書授与)

愛の献血

詳細…健康管理課業務係

旭
町
中
教
諭
　
西

田

智

昭
さ
ん

昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
東
葛

駅
伝
で
、
開
校
わ
ず
か
三
年
目

の
旭
町
中
学
校
が
優
勝
し
た
。

同
校
の
駅
伝
部
を
開
校
当
初

か
ら
指
導
し
て
き
た
の
が
、
西

田
智
昭
教
諭
（
三
十
歳
）
で
あ

る
。大

会
当
日

は
、
冷
た

い
雨
が

降
り
し
き

る
中
、
力
走
す
る
選

手

た
ち
を

励
ま
し
な
が
ら
、
自

転
車
で
全
コ
ー
ス

を
伴

走
し

た
。

西
田

さ
ん
は
、
五
十
八
年

に

新
松
戸

南
中
で
も
優
勝
し
て

い

苦しさに勝って勲章を得よう
る
。
二

校
以

上
の
中
学
校
で
、

こ
の
大
会
の
優
勝
経
験
を
持
つ

指
導
者
は
数
少
な

い
。

西
田
さ
ん
の
指
導

の
モ

ッ
ト

ー
は
あ
き
ら
め
さ
せ
な
い
こ

「
一
生
懸
命
や

れ
ば
、
必
ず

報

わ

れ

る

。

苦

し

さ

に

勝

っ

て

勲
章
を
得
よ
う
」

が

口

癖

。

「
競
上
競
技
、

特

に

長

距

離

の

練

習

は

、

一

人

で

や

る

し

か

な

い

ん

で

す

。

勉

強

も

同

じ

。

だ

れ

も

助

け

て

は

く

れ

ま

せ

ん

。

た

っ

た

一

人

で

苦

し

さ

に

向

か

っ

て

行

け

る

精

神

的

な

強

さ

を

子

供

た

ち

に

も

っ

て

は

し

い

」
。

こ

れ

が

、

教

師

と

し

て

の

西

田
さ
ん
の
願
い

だ
。

駅
伝
部
の
練
習

は
厳
し

い
。

練
習
で

と
こ

と
ん
追

い
込
ん

で
、
本
番
の
と

き
の
精
神
力
を

養
う
。

西
田

さ
ん
本

人
も
「
練
習
中

は
鬼

だ
」

と
言

っ
て
い
る
。

し

か
し

、
厳
し
さ

だ
け
で

は
、

子

供
た
ち
は
つ
い
て
来
な

い
。

厳
し
さ

の
中

に
、
子
供
た
ち
の

こ
と
を
思
う

優
し
さ

が
あ
っ
て

こ
そ
、
良

い
指
導
者

と
い
え

る

の
だ
ろ
う
。

「
い
つ
か
、
全
国
に
通
用
す

る
よ
う
な
選
手
を
育
て
て
み

た

い
」
と

い
う
の

が
、
指
導
者

と

し
て
の
夢
で
あ

る
。

不
要
品
交
換
情
報

今
回
掲
載
分
の
紹
介

申

込

方

法

＝
・
締

め

切

り

は

一

月
二
十
五
囗
（
当
日
消
印
有
効

①
希
望
品
名
②
住
所
③
氏

名

④

電

話

番

号

（

昼

間

の

連

絡
先
）
を
ハ
ガ
キ
に
明
記
。
ハ

ガ
キ
一
枚
に
品
名
一
点
の
み
。

相
手
の
紹
介
・
：
月
末
に
抽
選

を
行
い
、
当
選
者
の
み
に
電

話

連

絡

し

ま
す

。

紹

介

後

は

自

主

交

渉

と

な

り

ま

す

。

申
込
先
・
・
・
〒
二
七
一
松
戸
市

根
本
三
八
七
―
五
松
戸
市
役

所
消
費
生
活
課

譲
り
ま
す

〔
家
具
類
〕
◆

セ
ミ

ダ
ブ
ル
ペ

ツ
ド
枠
無

料

〔
電
気
製
品
〕
◆
こ

た
つ
五
千

円
◆
石
油

ス
ト
ー

ブ
ハ

千
円

〔
子
供
用
品
類
〕
◆

ベ
ビ
ー
チ

ェ
ア
三
千
円
◆

ベ

ビ
ー
ベ
ッ
ド

無
料

・
三

千
円

・
五
千
円
◆

ベ

ビ
ー

バ
ス
二

千
円
◆

ネ
ッ
ト

付

き
ベ

ビ
ー
バ
ス
二

千
円

◆
ペ

ビ

ー
カ
ー
用
レ
イ
ン
カ

バ
ー
無
料

◆

室
内
用
ブ
ラ
ン
コ
無
料
◆
育

児
法
教
材
（
四
ヵ
月
～
一
歳
三

ヵ
月

）
三
千
円
◆

ビ
ニ
ー

ル
テ

ン
ト
（
三
畳
半
二

手

五
百
円

◆

マ
マ
コ
ー
ト
三

千
円

〔
ス
ポ
ー
ツ
・
楽
器
類
〕
◆

ク

ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
五
千
円
◆
エ

レ
ク
ト
ー
ン
三
万
円
◆
ス
キ
ー

一
式
（
板
百
八
十
㌢
・
靴
二
十

七
㌢
三
千
円
◆
ギ
タ
ー
無
料

〔
日

曜
雑
貨
類
〕
◆
ソ

ー
イ
ン

グ
箱
四
千

ぷ一
百
円
◆
羽

子
板
三

千
円
◆

塩
汲
み
人
形
五

千
円
◆

⑤

ガ
ス
グ
リ
ル
無
料
◆

⑤

ガ
ス

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
三
万
円

○
次

回
掲
載
分
の
申
込
み

譲
り
た
い
人
は
、
品
物

の
詳

細
を
電

話
で
申
し
込
ん
で
下

さ

い
。

無
料
か
ら
一
万
円

ま
で

の

価
格
を
希
望
し
ま
す
。

申
し

込

み
分
は
二

月
二
十
日
号

に
掲
載

し
ま
す
。

原
則

と
し

て
、
衣
料
品

・
食

料
品
・
。
自
動
車
は
扱
い
ま
せ

ん
。

申
込
期
限

…
一
月
二

十
二
囗

（
金
）
ま
で

申
込
先
・
＝
消
賛
生
活
課

消
費

生
活
係

施
設
あ
ん
な
い

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内

ス
ポ
ー
ツ
施
設

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
日
量

二
百
㌧
の
ゴ
ミ
焼
却
能
力
を
も
つ

最
新
装
置
を
備
え
た
清
掃
工
場
で
、

五
士
五
年
十
二
月
か
ら
稼
動
し
て

い
ま
す
。

敷
地
内
に
は
体
育
室
、
テ
ニ
ス

コ
ー
卜
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
併
設
さ
れ
、
特

に
自
慢
な
の
が
ゴ
ミ
焼
却
熱
を
利

用
し

た
温
水

プ
ー
ル
で
す

。

二
十
五
㍍
プ
ー
ル
と
子
供
用
プ

ー
ル
が
あ
り
、
水
温
は
常
時
二
十

九
度
前
後
に
保
た
れ
、
年
間
を
通

じ
て
開
放
さ
れ
て

い
ま
す
。

厚
着
を
し
て
寒
さ
に
震
え
て
ば
か

り

い
な

い
で
、
温
水

プ
ー
ル
で
、
シ

ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
て
は
い
か
が
で

す

か
。

利

用

時

間
・
＝
午

前

九

時

～

午

後

五

時

（
体

育

室

の

み

九

時

ま

で

利

用

料

金
・
心

水

プ

ー

ル

大

人

百
円
、
中
学
生
以
下
百
円
（
二

時

間

）

そ

の

ほ

か

所
在
地
高
柳
新
田
三
七

ｙ
詳

細

…

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー
内

ス
ポ
ー
ツ
施
設
８
５
－
７
１
０

０

番

（
月

曜

日

は
休

み

で
す

）

稔
台

片
桐

孝
子
さ
ん

毎
月
定
期
的
に
泳
ぎ
に
通
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
寒
が
り
で
、
今
ご
ろ
の
季
節
は
家

の
中
に
ば
か
り
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
薄
着

で
も
平
気
で
す
。

真
冬
の
こ
の
季
節
に
プ
ー
ル
で
泳
げ
る
な

ん
て
最
高
で
す
。
運
動
し
た
あ
と
の
食
事
が

お
い
し
く
て
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
は
程
々
で
す

が
、
何
よ
り
も
健
康
に
い
い
で
す
ね
。

冬でも 思い切り 泳げます。

あ
な
た
の

健
康

喉
頭
癌

は
小
児
期

、
思
春

割

に
は
き

わ
め
て

稀
で
四

十
歳
以

上
五
十
歳
代
を
最
高
と
す
る
い

わ
ゆ
る
癌
年
齢
に
好
発
し
ま
す
。

男
性
対
女
性
の
比
は
十
対
一

で
男
性
が
圧
倒
的
に
多
く
、
女

性
は
非
常
に
少
な

い
の

が
特
徴

で
す

。
喉
頭
癌
発
生
の
誘
因

喉
頭
癌

の
真
の
原
因

は
不

明

で
す

が
、
音
声
を
酷
使
す

る
人

、

喫
煙

、
飲
酒
、
熱

い
食
事
を
好

む
人
は
、
高
率
に
発
生
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
過
度

の
喫
煙
は
有
力
な

誘
因
と
な
る
よ
う

で
す
。
あ
る
大
学

病
院
で
の
男
子
入

院
喉
頭
癌
患
者
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、

タ
バ
コ
を
全
く
吸

わ
な
い
人
は
七
％
、

喫
煙
し
て
い
た
人

は
九
三
％
。

喫
煙
し
て

い
た
人

の
一
日
当

た
り
の
本
数
は
十
五
本
以
下

作

四
四
％

、
十
六
本
以
上

が
五

六

％

と
い
う
結
果

が
出
ま
し

た
。

喉
（
の

ど
）
の
正
中

に
は
隆
琵

し

た
突

起
「
の
ど

ぼ
と
け
」
ぶ

あ
り
、
こ
の
少
し
下
の
高
さ
の

所

に
声
を
出
す
声
帯

が
あ
り
ま

す
。

症

状

喉
頭
癌
は
、
こ
の
声
帯
に
最

も
多
く
発
生
し
ま
す
。
初
期
症

状
は
声
が
れ
で
、
談
話
の
際
に

声
が
出
に
く
く
な
り
か
れ
て
き

ま
す
。

そ
し

て
、
日

が
た
つ
に
っ

れ

だ
ん
だ
ん
悪
化
し
て

い
き
ま
す
。

声
帯
の
上
部
に
出
来

た
癌
は
、

の
ど
の
異
常
感
や

物
を
飲

み
込

ん
だ
時
、
痛

み
な

ど
を
訴

え
る

こ
と
も

あ
り

ま
す
。

ま

た
、
声
帯
よ
り
下

部
に
発

生
し

た
場
合
は
、
早
期
に
呼
吸

困
難
を
起
こ
す

事
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て

、
癌

が
声
帯
に
及

ぶ
と

声

が
れ

が
生
じ
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も

、
四

十
歳

以

上
の
男
性
喫
煙
者

が
思

い
当

た
る
原
因

が
な
く
二
週

間
以
上

も
声

が
れ

が
続
き
、

だ
ん
だ
ん

と
声

が
で
な
く
な
っ

た
時
は
、

ぜ
ひ
耳
鼻
咽
喉
科

医
の
診
察
を
受
け

て
下
さ
い
。

治

療

治
療
法
は
、
癌

が
早
期
で
ま
だ
進

展
し
て
い
な
い
時

期
は
、
レ
ー
ザ
ー

や
放
射

線
照
射
法
で
治
癒
し
ま

す
。

ま
た
、
進
行
の
程
度

に
よ

っ
て

は
手
術

を
し
て
、
喉
頭

の
悪

い
部
分
を
切
除
し
ま
す
。
最

初

か
ら
相
当
進
行
し
て

い
る
場
合

に
は
、
頸
（
く
び
）
の
リ
ン
パ
腺

も
含
め
て

喉
頭
を
全

部
切
り
取

り
ま
す
。

当
然

治
っ
た
後
は
自
然
の
声

は
出
な

く
な
り
ま
す

。

し

か
し

、
喉
頭
癌
の
治
療
成

績
は
他
の
癌
に
比
べ
て
非
常
に

良
く
、
癌
治
療
後
の
五
年
以
卜

生
存
率
は
七
〇
％
近
く
に
達
し

て
い
ま
す
。
発
声
機
能
を
保
存

す
る
た
め
に
も
、
癌

の
早

期
匹

見
が
一
番
重
要
な
こ
と
で
す
。

（
松
戸
市

医
師
会
）

喉 頭 癌



第６７２号 広報
まつど

もよおしもの

教養講座

百人一首の女流歌人たち

日 時 … １月29 日 、２ 月5 ・12

・19 ・ 26日（ 各金 曜 日５ 回 コ

ー ス）､午 前10 時 ～正午

会場 … 婦 人会館 ４階 ホー ル

対象 … 市内 在 住 ・在勤 の 人

定員 …先 着70 人（ 保育 あ り＝

２歳以上 学 齢期 まで の子 ど も

10人 ）

費 用… 無料

講 師… 桐 朋学 園大学 講師 ・長

江信之氏

申込 み …電 話で １ 月20 日（ 水 ）

午 前10 時か ら婦 人会 館容64 一

回778番 へ

市 民 講 座 「障 害 者に学 ぶ」

作品 ．「ぼくの お姉さん」を通して

日 時… １ 月29 囗(金) 午前10 時

～正 午( 定 員80 人)

会 場… 新松 戸市 民 セン ター

･講 師… 東 京都 立立 川養 護学 校

教諭 ・丘 修三 氏

･申 込み …電 話 で市立 図 書館fl･

65-5115 番へ

新春市民将棋大会 音楽の広場（コーラス） 再生自転車の販売

日時…１月24日(日)午前10時

会場‥市民会館301号

費用…1,500円(昼食代含む)

対象…市内在住・在学・在勤

の人

申込み…当日会場で

詳細…小河原S86-4511 番

日時…１月26日(火)午後１時

30分～３時30分

会場…市民会館音楽室

費用…無料

詳細…社会教育課市民文化係

受付 … １月22 日（ 金）･23日（ 上 ）

午 前 ９時 ～午後 ３時 （23 日は

午 前11 時 まで ）

抽 選日時 … １ 月23 日（土 ）午 前

11時 から

会 場 …松戸 市生 きがい 福祉 セ

ン ター（ 金ヶ 作277-  4 )

台 数（値 段 ）…60 台（1台4,000

円 ～10,000 円 ）

交 通… 五 香駅 東口 から 新京 成

バス 「小新 山 行き」 で 、新 栄

町 入 口下 車 （五 香駅 午 前 ９時

19分・48 分 りOII剥7 分 兒があ

ります ）。 抽選 日当 凵（2引 川

は 、五 呑駅 束凵午|削O 時 兒の

’JI;業団マ イ クロ バ スを運 行し

ます。

駐車場がありません。車での

来場は ご 遠慮下 さい。

･詳 細… 生 きが い福 祉事業 団昔

84-3191 番

コサージ講習会

日時…１月26日(火)､2月２囗

(火)、午前９時30分～午後12

時30分

会場…矢切公民館３隋

費用…2,500円

詳細…大園S85-2141 番

松戸ペン習字クラブ

15周年作品展

日 時 …1 月20日(水卜24 日(日)、

午 前 ９時 ～ 午後５時

会場 … 市民 会館 ロビ ー

詳 細… 宮山S62-4678 番

新春陶芸１日教室

日時 …2 月７日（ 日 ）～13 日（土 ）

午前 の部＝ ９時30 分～11 時30

分、 午後 の部 ＝2時 ～4時 （ い

ずれか 都 合の よい 日 １回 ）

会場 …陶 松 （国 保松戸 市立 病

院裏）

費 用 …500 円（陶土 、焼代 別 ）

申 込み …電 話 で１ 月31 日（ 日）

までに 縄文 土 器を 作 る会 ・小

堀S68-7726 番へ

美の講座（日本の書美）

一平安期を中心にー

日時…１月26日(火)午後２時

～４時

会場…文化ホール

講師…聖徳学園短期大学助教

授・細谷恵志氏

対象…一般市民

定員…40人

申込み…電話で文化ホール容

67-7810 番へ

矢切公民館合同音楽祭

日時…１月31日([])午後12時

30分開演、午後４時終演

会場…矢切公民館４階ホール

内容…矢切公民館利用の音楽

サークルによる初の合同音楽

祭( 入場無料)

詳細…矢切公民館S68-1241

～3 内線44 ・ 45番

･日 時 …1 月24 日（ 日 ）午 前8 時30

分 、新 京成常 盤平 駅 北 口集合

・場所 …千 駄堀

・内容 … 冬鳥 全般

･用意するもの…筆記具、観察

用具、防寒具

･詳細…公園緑地課小鳥を呼ぶ

係雨天の場合は中止

野 鳥 観 察 会

第７期一般ボランティア

要請講座

期 日 講座内容

２月24日(水)
ボラ ンティアの心
(意義 ・役割)

25日(冽 車い すの扱い方

26日田 老人 介護

29日側 体 験学習「緑風園」

３月１日(火) 事例 発表・閉講式

時間…午後１時30分～３時30

分(29 日は午前10時～午後３

時)

会場…市社会福祉協議会(29

日は特別養護老人ホーム｢ 緑

風園｣)

講師…(財)富士福祉事業団理

事長・枝見静樹氏ほか

定員…30人(先着順)

費用…無料

申込み…電話で２月５日(金)

までに、市社会福祉協議会昔

68－0503番へ

千葉県屋外広告物講習会

期日 …2 月８日（ 月 ）～ ９日（ 火l

会場 …千 葉 県職 員会 館302･3c

3号

申込 み … １月25 日（ 月）までに

直接県 都 市部 都市整 備課 へ

00472  ― 23―3617 番

詳 細…建 築指 導 課庶 務係

小学生バレーボール教室

日時…1月30日、２月6･13･20･

27日､3月5･12･19日の各土曜

日午後２時～４時

会場…常盤平体育館競技場

対象…小学４年生以上の男女

費用…350円保険料

申込み…１月21日(木)午前８

時30分から社会体育課窓口で

アーチェリー教室

日時 … １ 月31 日、 ２月7 ・11

・14 ・21 ・28 日、 ３月6 ・13

・20 ・ 21日（ 計10 回、 各 日曜

・祝 日）午 後 １時 ～ ３時

会 場… 運動 公 園武 道館

定 員… 市 内在 住 ・在勤 ・在 学

者で18 歳以 上 の男女30 人

費 用…600 円保 険 料

申 込み … １月21 日（ 木 ）午 前 ８

時30 分か ら社 会体育 課 窓口 で

受け 付け

レクダンス初心者講習会

･日 時 …1 月24 日 ～3 月27日（ 各

日曜日､計10 回 ）午 後7 時～9 時

会場 … 市民 会館301 号

･定 員 …40 人（ 男性 歓 迎 ）

･費用 …1,000 円

･詳細 …松 戸レ クダン ス同 好会

・加 藤062-2019 番

松戸市野球協会参加登録

申 込 み

日 時 … ２月14 日（ 日 ）午前 ９時

～午 後 ３時

会場 …運 動 公園体 育館 内会 議

室

費用 …年 会 費25,000 円

詳細 …野 球協 会 ・高野Q41-

9643 番

家庭婦人バレーボール大会

日時…２月28日、３月６日(各

日曜日) 午前８時30分から

会場…運動公園体育館

対象…家庭婦人バレーボール

連盟登録チーム

費用…１チーム1,000円(代表

者会議の時持参)

代表者会議…２月13日(土)午

後２時から運動公園武道館会

議室

申込み…所定のハガキで、２

月６日(土)までに〒270 松戸

市大谷囗821 、新松戸ファミ

ールハイツ2-101 加賀百合子

R44  ―1003番へ

雪に親しむ会

(日帰りスキーバス)

日 時 … ２月28 日（ 日）午 前 ６時

伊勢 丹前 広場 集合 、午 後８ 時

解散

場所 …赤 面 山ス キー場

定員 …40 人（先 着 順 ）

費用…8,000 円

詳細 … スキー 連盟 ・ 香取登62

-5411 番

新春マラソン大会

日時…１月24日(囗)午前９時

スタート〔午前７時～８時に

受け付け(小雨決行)〕

会場…江戸川河川敷( 三郷有

料橋下の松戸側)

費用…無料

種目…小学校各学年男女lkm、

中学校各学年男女2km 、親子

(幼児・小中学生男女)500 m

2km

詳細…青少年相談員・小川容

62-7045 番

リズム体操指導者講習会

午前９時30分～正午 午後１時30分～４時

①シルバーエィジプ
ログラム

(高齢者向け)
②特別講習
フラダンス

ベーシィッワフロプ
ラム
(健常者向け)

期日…１月28日(木)

会場…健 康 増進 セン ター

陬用… 無料( 定 員 各60 人)

対象…市内在住・在勤者で日

ごろ体 操指 導に 従事 して い る

人およ びこ れか ら指 導者 に な

りたい 意欲 のあ る 人

申込み…１月22日(金)午前9

時から健康増進センターへ来

所または電話で先着順昔65－

5588番(直通)または、68－12

11～3 内 線53 ～55 番へ

市民春季卓球大会

(団体戦)

日 時 … ２月14 囗（ 日 ）午 前 ９時

30分 から

会場 …運 動 公園体 育 館

対象 …卓 球協 会 の登録 者（ 登

録は 随時受 け 付け ）

種目 … 男・女 各団 体戦

費 用… 一般 ・ 大学 １チ ー ム3 ，

000円 、 高校生 １ チー ム2,000

円 、中学 生１ チー ム1,000 円

申 込 み… ２月３ 囗（ 水）までに

必 要事 項（ チー ム名 、 メンバ

ー 名、 代表 者の 氏名 、電 話 番

号 ）を 記 入し 参加 背を添 えて

現 金書 留で〒271 松 戸市 小 根

本42-  3 野 ロビ ル102 松 戸市

卓 球協 会 ・五 十 嵐S65-1510

番へ

市民バドミントン教室

日時…２月７日・14日・21日

の各日曜日、午前９時～正午

会場…高木第二小学校体育館

対象…一般市民（初心者）

費用…無料

申込み…当日会場で

持ち物…うわばき用運動靴 。

用具持参（ラケットの貸し出

しもあります）

詳細…体育指導委員・菊池昔

87-1565 番

新春マラソン大会

日 時… ２月７ 日（ 日）午 前 ９時

30分 スター ト、午 前 ８時 ～9

1時に受け 付け 〔雨天 の時 は11

日（祝 ）に延 期〕

会 場… 馬 橋小学 校

費 用… 無 料

種目 … 小 学校 ４・５・６年 男女

各3km 、中 学 校１・２・３年 男

女 各5km 、親子 （ 小学 校１ 。

２・ ３年生 と 親 ） 各l km

詳細…青少年相談員・植田

42-3652 番

救 急 医 療 体 制　　 健 康 保 険 証 を 忘 れ ず に ／

股間急病 診療所（毎日）･ 午後8 時～1 塒 衛生会館内　　　068-3756 番

寺機病院（毎日 ）･午後5 時～午前9 時テレ ホン サービス　O66-001 膰

緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時テレ ホンサ ービス　 昔66-001 幡

木日 歯科診療所・午前9 時～正午　 衛生会館内　　　　　　S68  - 3553番

おしらせ

●市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

●小金支所(41)5101# 小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43) 5111 ･ 矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

スポ

ーツ

高等学校入学資金貸付申請受付中

【〉申込 み… １ 月25 日(月Ｊま で

l〉貸 付 額…285,000 円以 内

E〉詳 細…援 護 課援 護係
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